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は

じ

め

に

唐
末

五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
、
中
国
社
会

の
様
相
も
、
ま
た
中
国
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
周
辺
諸
勢
力
と
の
関
係
も
そ
れ
ま
で
と
比
べ
大
き

く
変
化

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
そ
の
今

で
言
う
国
際
環
境
の
変

化
は
、
中
国
の
外
交

様
式
に
も
相
応
の
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
外
交
に
お
け
る
意
思
伝
達
手
段
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の
の

一
つ
と
考
え

ら
れ
る
、
国
書
"
、
す
な
わ
ち
君
主
の
名
に
お
い
て
発
さ
れ
る
文
書
を
考
察
の
対
象
と
し
、
そ
の
五
代
か
ら
北
宋
に
か
け
て
の
変
遷
を
辿
る

こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿

の
副
題
に
掲
げ
た

「致
書
」
と
い
う
文
書
形
式
に
つ
い
て
は
、
中
村
裕

一
氏
の
先
論
に
詳
し
い

。
国
書
は
、
そ
の
文
圭
昌
目
頭

の

形
式
に
よ

っ
て
数
種
類
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
書
形
式
に
は
そ
れ
ぞ
れ
性
格

の
相
異
が
あ
る
。
中
村
氏
は
、
隋
唐

時
期
の
国
書
形

式
に

つ
い
て
の
考
察
で
、
国
書

の
う
ち

「皇
帝
敬
問

(某
)
」

「皇
帝
問
(某
)
」
で
始
ま
る
国
書
は
慰
労
制
書
で
あ
り
、
「勅
」
で
始
ま
る
国

書
は
論
事
勅
書
で
あ
る
と
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
王
言
の

一
種
で
あ
り
君
臣
関
係
に
用
い
る
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
上
で
、
対
等
な
関
係
す
な
わ
ち
敵
国
関
係
の
国
家
に
対
す
る
専
用
の
文
書
は
隋
唐

五
代
を
通
じ
て
存
在
せ
ず
、
本
来
は
個
人
間
の

一
般
的

な
文
書

形
式
で
あ
る

「(甲
)致
書

(乙
ご

と
い
う
形
の
文
書
が
こ
れ
に
用
い
ら
れ
た
、
と
さ
れ
た
。
北
宋
と
遼
と
の
間
で
用
い
ら
れ
た
国
書

中

西

朝

美

五

代

北

宋

に

お

け

る

国

書

の

形

式

に

つ

い

て

「致
書
」
文
書
の
使
用
状
況
を
中
心
に



も
ま
た

こ
の

「致
書
」
形
式
の
文
書
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
中
村
氏
の
論
を
踏
ま
え
た
上
で
考
察
を
進
め
る
。

以
下
、
五
代
北
宋
に
お
け
る

「致
書
」
形
式
文
書
の
使
用
状
況
を
検
討
し
、
変
化
し
て
い
く
中
国
と
周
辺
勢
力
と
の
関
係

の
中
で
ど
の
よ

う
に
そ
れ
が
用

い
ら
れ
た
か
、
宋
代
に
な

っ
て
遼
と
の
間
に
お
け
る
国
書
形
式
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
の
変
遷
を
、
時
代
を
追

っ
て
考
察
し

た
い
。

五
代

の
は
じ
め
の
王
朝
は
後
梁
で
あ
る
。
そ
の
周
辺
諸
勢
力
と
の
関
係
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
六

後
梁
紀

開
平
二
(九
〇
八
)
年
五

月
己
丑
の
条
に
、

契

丹
王
阿
保
機
遣
使
随
高
碩
入
貢
、
且
求
冊
命
。
帝
復
遣
司
農
卿
渾
特
賜
以
手
詔
、
約
共
滅
沙
陀
、
乃
行
封
冊
。

と
あ

る
よ
う
に
、
遼
が
後
梁
に
対
し
入
貢
し
て
冊
命
を
求
め
、
そ
れ
に
対
し
て
後
梁
が
詔
で
応
え
る
と
い
っ
た
、
唐
以
来

の
中
原
王
朝
と
周

辺
民
族

と
の
関
係
が
文
書
の
上
で
も
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

で
は
、

こ
の
時
期
の
中
原
王
朝
と
、
十
国
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
内

の
諸
勢
力
と
の
関
係
は
ど
う
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
梁
の
時
期

の
史
料

は
多
く
は
な
い
が
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
六
八

後
梁
紀

乾
化
二
(九

一
二
)
年
二
月
辛
酉
の
条
に
、

(1
)
五
代
前
期
ー

後
梁
・後
唐

本
節

で
は
、
五
代
十
国
時
代
に
お
け
る

「致
書
」
文
書
の
使
用
状
況
を
見
て
い
く

。
そ
の
際
、
当
該
時
期
の
う

ち
、
遼
と

の
関
係
が

大
き
く
変
化
す
る
後
晋
の
時
代
を
国
書
使
用
の
上
で
も
画
期
で
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
時
期
を
区
切
り
、
後
梁

・
後
唐
を
五
代

前
期
、
後
晋
を
中
期
、
後
漢

・
後
周
を
後
期
と
し
て
考
察
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
国
書
の
冒
頭
の
文
言
そ
の
も
の

(例
え
ば

「(甲
)
致
書

(乙
)
」

な
ど
)
が
史
料
中
に
明
示
さ
れ
る
例
は
少
な
い
た
め
、
前
後
の
文
章
か
ら

「致
書
」
文
書
を
用
い
た
と
判
断
し
う
る
も

の
も
含
め
て
考
察
の

対
象
と
す
る
。

一

五

代

に

お

け

る

「
致

書

」

文

書



帝

聞

岐

蜀

相

攻

。

辛

酉

、

遣

光

禄

卿

盧

砒

等

使

干

蜀

、

遺

蜀
主

書

、

呼

之

為

兄
。

(
胡

注

・
帝

与

蜀

主

借

起

於

細

微

者

也

。

蜀

兵

強

地

険

.、
帝

自

度

力

不
能

制

、

故

用

敵

国

礼

、

呼

之

為

兄

.、
)

と

、

後

梁

か

ら

前

蜀

に

対

し

て

「
遺

書

」

し
た

、

と

い
う

も

の
が

あ

る

。

胡

注

は

こ
れ

を

「
敵

国

礼

」

を

用

い
た

と

し

て
お

り

、

実

際

の
文

面

は

明

ら

か

で

は

な

い
が

、

「敵

国

礼

一
で

あ

る

以

上

少

な

く

と

も

詔

で

は

な

く

、

「致

書

」

か

そ

れ

に

類

似

の
形

式

で
あ

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

.、

ま

た

、

次

代

の
後

唐

の
時

期

に

つ
い

て
、

『
資

治

通

鑑

』

巻

二

七

二

後

唐

紀

同

光

元

(
九

二

三
)
年

十

一
月

壬

寅

の
条

に

は
、

十

国

に

は

数

え

ら

れ

て

い
な

い
が

藩

鎮

の

一
つ
で
あ

っ
た

岐

か

ら

の
文

書

と

し

て
、

岐

王
遣

使

致

書

、

賀

帝

滅

梁

。

以
季

父

自

居

、

辞

礼

甚

侶

。

(岐

王
李

茂

貞

自

以
与

晋

王

克

用

在

唐

並

列

藩

鎮

、

又

各

以

有

功

賜

姓

、

付

唐

属

籍

、

義

猶

兄
弟

、

故

於

帝

以
季

父
自

居
。
)

と

あ

り

、

岐

王

か

ら

「致

書

」

し

て
き

た

と

す

る
。

こ

の
記

事

の

み

で

は
直

ち

に

「
致

書

」

形

式

の

文
書

で

あ

る

と

は

言

え

な

い

が
、

文

中

に

「
以

季

父
自

居

、

辞

礼

甚

偲

」

と

あ

る
と

こ

ろ

か

ら

、

後

唐

皇

帝

を

自

ら

よ

り

目

下

と

見

な

し

て

の

文
書

で

あ

っ
た

こ
と

が

窺

え

、

ま

た

翌

年

の

こ
と

と

し

て
、

『
資

治

通
鑑

』

巻

二

七

三

後
唐

紀

同
光

二

(九

二

四
)
年

正

月

庚

戌

の
条

に

、

岐

王

聞

帝

入
洛

、
内

不

自

安

。

遣

其

子
行

軍

司

馬

彰

義

節

度

使

兼

侍

中

継

暇

入

貢

、

始

上

表

称

臣
。

と

、

【
始

め

て

上

表

称

臣

す

」

と

あ

る

と

こ

ろ

か

ら

、

前

年

の
書

は

表

で

は
な

く

、

こ
れ

も

や

は

り

「致

書

」

か

類

似

の

形

式

の
書

で
あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る
。

以

下

、

数

件

の
事

例

を

挙

げ

て
、

十

国

諸

国

か

ら

後
唐

へ
送

ら

れ

た

国

書

に

つ

い

て
や

や

詳

し
く

考

察

し

た

い
。

ま

ず

、

呉

か

ら
後

唐

へ

の
書

に

つ

い

て
見

て

い

く
。

後

唐

建

国

の
際

の
書

の

や

り

と

り

と

し

て

、

『
十

国

春

秋

』

巻

三

呉

本

紀

順

義

三

(
九

二
三

)
年

十

月

戊

戌

の

条

に

、唐

以

滅

梁

来

告

、

始

称

詔

、

我

国

不

受

。

唐

主

随

易

書

、

用

敵

国

礼

日

「大

唐

皇

帝

致

書

干

呉

国

主

」
。

王

遣

司
農

卿

盧

頗

献

金

器

二

百

両

・
銀

器

三

千

両

・
羅

錦

一
千

二

百

疋

・
龍

脳

香

五

斤

・
龍

鳳
綜

鞭

一
百

事

干

唐

。

又
遣

使

張

景

報

聰

称

「
大

呉

国

主

上

書

大

唐

皇

帝

」
、

辞

礼

如

桟

表

。

と

あ

る
..

こ

の
と

き

の

呉

か

ら

の
返

書

の
文

面

に

つ

い
て

は

史

料

の

間

に

異

同

が

あ

り

、

『
資

治

通

鑑

』

巻

二

七

二

後

唐

紀

同
光

元

(九

二



三
)
年

十

月

十

月
戊

戌

の
条

に

は
、

帝

遣

使

以

滅

梁

告

呉

・
蜀

、

二
国

皆

催

。

…

…
唐

使

称

詔

、

呉

人

不

受

。

帝

易

其

書

、

用

敵

国

之

礼

。

日
、

「大

唐

皇

帝

致

書

干

呉

国

主

」
。

呉

人
復

書

、

称

「
大

呉

国

主

上

大

唐

皇

帝

」
、

辞

礼

如

膜

表

。

と

あ

り

、

ま

た

、

『
旧

五

代

史

』

巻

三
〇

唐

書

荘

宗

紀

同

光

元

(
九

二
三

)
年

十

二
月

戊

寅

の
条

に

は

、

准
南

楊

博

遣

使

賀

登
極

、

称

「
大

呉

国

主

書

上

大

唐

皇
帝

」
。

と

あ

り
、

同

じ

『
旧

五

代

史

』

の
巻

=

二
四

楊

淳

伝

で
は

、

十

二

月

、

導

遣

使

章

景

来

朝

、

称

「
大

呉

国

主

致

書

上

大
唐

皇

帝

」
。

其

辞

旨

卑

遜

、

有

同
箋

表
。

と

な

っ
て

い
る

.、

こ
れ

ら

を

要

約

す

る

と

以

下

の
よ

う

に

な

る
..
後

唐

建

国

の
際

、

は

じ

め

後

唐

は
呉

へ
の

国
書

と

し

て

「
詔

」

を

用

い
た

が

、

呉

が

こ
れ

を

受

け

な

か

っ
た

た

め

、

後

唐

は

「敵

国

礼

」

を

用

い

て

「大

唐

皇

帝

致

書

干

呉

国

主

」

と

い

う

文

面

で
始

ま

る

「致

書

」

文

書

に
変

更

し

た

。

こ
れ

に
対

し

て
、

呉

は

「
大

呉

国

主

上

書

(
或

い
は

上

、

書

上

、

致

書

上

)

大

唐

皇

帝

」

と

い
う

文

面

の
書

で
返

し
、

そ

の
際

、
後

唐

に

対

し

て
数

々

の
貢

献

を

し

、
ま

た

そ

の
書

は

「
辞

礼

如

膜

表

」

で
あ

っ
た

、
と

い
う

も

の

で
あ

る
。

こ

の
事

例

を

見

る

と

、

国

書

の
形

式

自

体

に

つ
い

て

は

、

詔

と

表

と

を

や

り

と

り

す

る

君

臣

関

係

を

呉

が

拒

み

、

「致

書

」

形

式

で

の
国

書

が

交

換

さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

史

料

を

見

る

限

り

で

は

そ

の
宛

名

は

「皇

帝

」

と

「
国

主

」

と

い
う

形

で
差

が

あ

り

、

ま

た

呉

か

ら

の

国

書

の
冒

頭

は

い
ず

れ

の

史

料

に

お

い
て

も

単

な

る

「致

書

」

で

は

な

く

「上

」

と

い

う
字

が

加

わ

っ
て

お

り
、

更

に

そ

の
文

章

も

「桟

表

」

の
よ

う

で
あ

っ
た

と

い

う

こ

と

で

、

形

式

的

に

は

「致

書

」

を

用

い

て

い

て
も

、

そ

の
中

で

後

唐

に

対

す

る
謙

譲

の
意

が

表

現

さ

れ

て

い
る

も

の
と

受

け

取

れ

る
。

同
様

の
事

例

は

、

前

蜀

及

び
南

漢

と

の
問

で
も

見

ら

れ

る
.、

前

蜀

に

つ
い

て

は
、

『
旧

五

代

史

』

巻

=

二
六

王

街

伝

に

、

時

中

国

多

故

、

街

得

以
自

安

。

唐

荘

宗

平

梁

、

遣

使

告

捷

於

蜀

。

蜀

人

悔

儂

、

致

礼

復

命

、

称

「
大

蜀

国

主

致

書

上

大

唐

皇

帝

」
。

詞

理

梢
抗

、

荘

宗

不

能

容

。

と

あ

る

よ

う

に

、

前

述

の
呉

の
場

合

と

同

様

の
、

「上

」

字

の
付

い
た

「致

書

」

文
書

を

後

唐

に

送

っ
て

い

る

(
こ

の
場

合

は

、

「
詞

理

梢

抗

」

で

あ

る

と

し

て
、

後

唐

か

ら
拒

否

さ

れ

て

い

る
)
。

ま

た

、

南

漢

に

つ

い
て

も

、

『
旧

五

代

史

』

巻

=

二
五

劉

防

伝

同

光

三

(
九

二

五

)

年

二

月

甲
申

の
条

に

、

及

聞

荘

宗

平

梁

、

遣

偽

宮

苑

使

何

詞

来

聰

、

称

「大

漢

国

主

致

書

上

大

唐

皇

帝

」
。

荘

宗

召

見

於

鄭

宮

、

問
南

海

事

状

、

且

言

本

国

已



次
に
、
後
晋
の
時
期
の
国
書
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、
後
晋
と
遼
と
の
関
係

の
中
で
用
い
ら
れ
た
国
書
に

つ
い
て
見
て
い
く
。
周

知

の
よ
う
に
、
後
晋
の
高
祖
石
敬
塘
は
後
唐
を
滅
ぼ
す
際
に
遼

の
援
助
を
求
め
、
見
返
り
と
し
て
遼
に
臣
従
し
燕
雲
十
六
州
を
割
譲
し
た
が
、

次
代

の
出
帝
の
と
き
に
関
係
が
悪
化
し
、
遼
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
間
、
両
国
の
関
係
の
変
化
に
応
じ
て
、
交
わ
さ

れ
た
国
書
の
形
式
に
も
ま
た
変
化
が
見
ら
れ
る

.,)。

後
晋
高
祖

の
代
に
遼
と
の
間
で
交
換
さ
れ
た
国
書
に
つ
い
て
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻

二
八

一

後
晋
紀

高
祖
天
福
三

(九
三
八
)
年
七
月
戊

寅

の
条

に
、

帝

事
契
丹
甚
謹
、
奉
表
称
臣
、
謂
契
丹
主
為
父
皇
帝
。
毎
契
丹
使
至
、
帝
於
別
殿
拝
受
詔
勅
。
…
…
其
後
契
丹
主
屡
止
帝
上
表
称
臣
、

但
令
為
書
称
児
皇
帝
、
如
家
人
礼
。

と
あ
り
、
ま
た
、
『
旧
五
代
史
』
巻

=
二
七

契
丹
伝

契
丹
会
同
元
(九
三
八
)
年
の
条
に
も
、

既
而
徳
光
請
晋
高
祖
不
称
臣
、
不
上
表
、
来
往
絨
題
止
用
家
人
礼
、
但
云
児
皇
帝
。

発
使
臣
、
大
陳
物
貢
、
期
今
秋
即
至
。

と
あ
る
よ
う
に
、
呉

・
前
蜀
と
同
様
に
、
「上
」
字
を
加
え
た

「致
書
」
形
式
で
後
唐

へ
国
書
を
送

っ
て
い
る
。

概
観
す
る
と
、
後
梁

・
後
唐

の
時
期
に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
五
代
の
こ
れ
以
降

の
時
期
と
比
べ
、
諸
勢
力
と
の
間

で

「致
書
」
形
式

で

の
国
書
を
交
わ
し
た
例
が
多

い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
中
国
の
内
に
お
い
て
中
原
王
朝
の
権
威
が
低
か
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
且

つ
、
そ
の
中
で
、
文
書
形
式
に
お
い
て
は

「致
書
」
を
用
い
な
が
ら
も
、
そ
こ
に

「上
」
字
を
加
え
る
な
ど
し
て
上
下
関
係
を

微
調
整
す
る
な
ど
の
使

い
方
が
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
の
ち
の
宋
遼
問
の
国
書
の
よ
う
に
冒
頭

の
文
面
に
も
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
述
の
後
梁
皇
帝
が
前
蜀
主
に
対
し
て

「兄
」
と
呼
ん
で
書
を
送

っ
た
事
例
や
、
岐
王
が
後
唐
皇
帝
に
対

し
て

「季
父
」
を
自
称
し
た
事
例
な
ど
の
よ
う
に
、
相
手
と
の
関
係
を
表
現
す
る
際
に
、
擬
制
的
な
親
族
呼
称
を
国
書
中
に
お
い
て
用

い
る

事
例
も
見
ら
れ
る
。

(
2
)
五
代
中
期
-

後
晋



と

あ

る
。

こ
れ

ら

に

よ

る

と

、

は

じ

め

後

晋

は

遼

に

対

し

て

「奉

表

称

臣

」

し

て
遼

の
皇

帝

を

「
父

皇

帝

」

と

呼

ん

で

お

り
、

そ

れ

に

対

し

て
遼

は
詔

勅

を

下

す

関

係

に
あ

っ
た

。

し

か

し

そ

の
後

、

上

表

称

臣

す

る

こ
と

を

や

め

、

書

に

は

「家

人

礼

」

を

用

い

て

「児

皇
帝

」

と

称

す

る

よ

う

遼

か

ら
求

め

ら

れ

た

、

と

あ

る
。

そ

の
後

の
記

事

を

見

る

と
、

以
降

は

実

際

に
上

記

の

よ

う

な

変

更

が

な

さ

れ

た

よ

う

で

あ

る

..

こ

こ

で
言

わ

れ

て

い
る

変

更

後

の
後

晋

か

ら

の
国

書

は

、

表

で

は
な

い

の

で
あ

る

か

ら

恐

ら

く

「致

書

」

形

式

で
あ

ろ
う

し
、

互

い
に

皇

帝

を

称

す

る
と

い
う
点

で
よ

り

対

等

に

近

く

な

っ
て

い
る

。

た

だ

し
、

こ

こ

で

の
そ

れ

は

「敵

国

礼

」

で

は

な

く

「
家

人
礼

」

と

し

て
認

め

ら

れ

た

も

の

で
あ

り

、

そ

の
た

め

国
書

中

で

は

「
父

」

「児

」

と

い
う

家

人

と

し

て

の
尊

卑

関

係

で

互

い

の
上

下
関

係

が

表

現

さ

れ

て

い

る
。

こ

の
後

晋

か

ら
遼

へ
の

「
致

書

」

は
、

後

晋

に

対

し

て
と

い
う

よ

り

は

寧

ろ

高

祖

に
個

人
的

に

許

さ

れ

た

も

の

で
あ

っ
た

よ

う

で
あ

る

。

高

祖

の

死

後

、

出
帝

が

位

を

継

い
だ

際

、

遼

に

対

す

る

国

書

の

形

式

を

め

ぐ

っ
て

後

晋

朝

廷

内

で

議

論

と

な

っ
た

。

そ

の

こ
と

は

、

『
資

治

通

鑑

』

巻

二

八

三

後

晋

紀

高

祖

天
福

七

(九

四

二
)
年

十

二
月

の
条

に

、

帝
之
初
即
位
也
、
大
臣
議
奉
表
称
臣
告
哀
於
契
丹
。
景
延
広
請
調

而
不
称
臣
。

(景
延
広
之
議
、
因
三
年
契
丹
主
令
高
祖
称
児

皇
帝
、
用
家
人
之
礼
致
書
也
。
)
…
…
帝
卒
従
延
広
議
。
契
丹
大
怒
、
遣
使
来
責
譲
、
且
言

「何
得
不
先
承
稟
、
遽
即
帝
位
。
」

と
あ

り
、
ま
た
、
『
旧
五
代
史
』
巻
八
八

晋
書

景
延
広
伝

天
福
七
(九
四
二
)
年
の
条
に
も
、

少
帝
既
嗣
位
、
延
広
独
以
為
己
功
。
尋
加
同
平
章
事
、
彌
有
衿
伐
之
色
。
朝
廷
遣
使
告
哀
契
丹
、
無
表
致
書
、
去

臣
称
孫
。
契
丹
怒
、

遣
使
来
譲
。

と
あ

る
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
高
祖
の
死
を
遼
に
伝
え
る
告
哀
の
使
者
を
出
す
際
、
国
書
に
お
い
て

「奉
表
称
臣
」
す

る
か

「致
書
称
孫
」

で
議
論
と
な
り
、
後
者
を
選
ん
だ
結
果
、
遼
の
怒
り
を
買
う
こ
と
と
な

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で

「奉
表
称
臣
」
と

「致
書
称
孫
」
と
は
対

照
的
な
も

の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
上
記

『
資
治
通
鑑
』
の
記
述
に
よ
る
と
、
遼
の
側
に
は
新
帝

の
即
位
に
も
遼
の
許
し
を
得
る
べ
き
と

の
認
識
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
両
国
の
関
係
は
対
等
と
は
ほ
ど
遠

い
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ

の
後
、
遼
に
攻
め
込
ま
れ
た
後
晋
は
再
三
使
者
を
送

っ
て
関
係
修
復
を
図
る
が
、
そ
の
際
用
い
ら
れ
た
国
書
の
形
式
を
見
る
と
、
当
初

は

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
三

後
晋
紀

斉
王
開
運
元
(九
四
四
)年
正
月
戊
戌
の
条
に
、

帝
復
遣
訳
者
孟
守
忠
劉

於
契
丹
、
求
修
旧
好
。

と

あ

る

よ

う

に

、

地

の
文

に

お

い

て

「
致

書

」

と

表

現

さ

れ

て

い
る

が

、

後

に

は

、

『
資

治

通
鑑

』

巻

二

八

四

後

晋

紀

斉

王
開

運

二

(九



四
五
)
年
六
月
癸
酉
の
条
に
、

帝

仮
開
封
軍
将
張
暉
供
奉
官
、
使
奉
表
称
臣
詣
契
丹
、
卑
辞
謝
過
。

と
あ
り
、
或
い
は

『
旧
五
代
史
』
巻
八
五

晋
書

少
帝
紀

開
運
三
(九
四
六
)
年
十
二
月
癸
酉

の
条
に
、

帝
調

於
戎
主
日

「劉
副

某
言
。
…
…
臣
与
太
后
井
妻
爲
氏
及
挙
家
戚
属
、
見
於
郊
野
面
縛
侯
罪
次
。
所
有
国
宝

一
面
、
金
印
三
面
、

今
遣
長
子
陳
府
節
度
使
延
窯
、
次
子
曹
州
節
度
使
延
宝
管
押
進
納
、
井
奉
表
請
罪
、
陳
謝
以
聞
。
」

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
に
対
し
て

「奉
表
称
臣
」
し
て
謝
罪
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
遼
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
五

後
晋
紀

齊
王
開

運
三

(九
四
六
)年
十
二
月
己
卯

の
条
に
、

契
丹
主
賜
帝
手
詔
、
且
遣
解
里
謂
帝
日

「孫
勿
憂
、
必
使
汝
有
轍
飯
之
所
。
」
帝
心
稽
安
、
上
表
謝
恩
。

と
あ
る
よ
う
に
、
後
晋
に
対
し
て
詔
を
下
し
て
お
り
、
完
全
に
君
臣
関
係

の
文
書
を
交
換
す
る
形
と
な

っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

遼

の
ほ
か
、
十
国
諸
国
と
後
晋
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
八
二

後
晋
紀

高
祖
天
福
四
(九
三
九
)
年
十
月
庚
戌

の
条

に
、
閏

か
ら
の
使
者
が
来
訪
し
た
際
の
事
と
し
て
、

閲
康
宗
所
遣
使
者
鄭
元
弼
至
大
梁
。
…
…
又
求
用
敵
国
礼
致
書
往
来
、
帝
怒
其
不
遜
。

と
あ

る
よ
う
に
、
閲
が
敵
国
礼
を
用
い
て
致
書
往
来
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
て
、
後
晋
は
不
遜
で
あ
る
と
怒
り
、
恐
ら
く
は
そ

の
要
求
を
拒
否
し
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

後
晋

の
時
期

の
国
書
を
概
括
す
る
と
、
遼
と
の
関
係
に
お
い
て
、
両
国
の
関
係
の
変
化
に
伴

い
国
書
形
式
も
変
化
す

る
こ
と
が
顕
著
に
認

め
ら
れ
る
。
は
じ
め
は
通
常

の
君
臣
関
係
の
国
書
交
換
で
あ

っ
た
も
の
が
、
後
に

「家
人
礼
」
と
し
て
、

「児
皇
帝
」
と
い
う
擬
制
親
族
呼

称
を
用

い
た

「致
書
」

へ
の
変
更
を
許
さ
れ
た
。
こ
の
国
書
の
実
際

の
文
面
は
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
後
に
北
漢
-
遼
、
北
宋
-
遼
の
間

で
交
わ

さ
れ
た

「
(親
族
呼
称
)
皇
帝

・
致
書

・
(親
族
呼
称
)皇
帝
」
と
い
う
形
式
に
類
似

の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
注
意
し
た

い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
形
式

の
国
書
が
遼
か
ら
認
め
ら
れ
る
際
、
「敵
国
礼
」
と
い
う
表
現
は
史
料
中
に
見
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で

「家
人
礼
」

と
し
て

「致
書
」
形
式
の
国
書
使
用
を
認
め
ら
れ
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
家
人
の
関
係
と
は
、
君
臣
関
係
で
は
な

い
も
の
の
や
は
り
対
等

で
は
な

い
の
で
あ
り
、
「父
」
「児
」
と
い
う
尊
卑
の
属
に
よ
っ
て
両
国
の
上
下
関
係
を
表
現
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。



こ
の
時
期
に
は
、
本
来
は
後
漢
と
後
周
と
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
漢
に
つ
い
て
は
存
続
し
た
期
間
自
体
が
短
く
、
そ
の
国
書
も
管

見
の
限
り
史
料
中
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
従

っ
て
、

こ
こ
で
は
後
周
の
時
代
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、
後
周
と
遼
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
国
書
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
遼
史
』
巻
五

世
宗
紀

天
禄
五
(九
五

一
)
年
二
月
の
条
に
、
後

周
か
ら
遼

へ
の
国
書
に
関
し
て
、

周
遣
銚
漢
英

・
華
昭
胤
来
、
以
翻

仙
、
留
漢
英
等
。

と
あ
る
。
記
事
中
に
問
題

の
国
書

の
形
式
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

「書
」
が

「抗
礼
」
す
な
わ
ち
対
等

の
礼

で
あ
る
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
も

「致
書
」
に
類
す
る
形
式
の
国
書
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
王
朝
と
北
方
民
族
国
家
と

の
関
係
が
、
こ
の
や

り
と
り
に
お
い
て
は
従
来
の
伝
統
的
中
華
思
想
に
基
づ
く
そ
れ
と
ま

っ
た
く
逆
転
し
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
遼
と
十
国
諸
国
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
国
書
も
数
例
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
は
北
漢
か
ら
遼
に
送
ら
れ
た
も

の
で

、
『資
治
通
鑑
』
巻
二
九
〇

後
周
紀

太
祖
広
順
元
(九
五

一
)
年
四
月
丁
未
の
条
に
、

契

丹
主
遣
使
如
北
漢
、
告
以
周
使
田
敏
来
、
約
歳
輸
銭
十
万
繕
。
北
漢
主
使
鄭
瑛
以
厚
賂
謝
契
丹
、
自
称

「姪
皇
帝
致
書
於
叔
天
授
皇

帝

」、
請
行
冊
礼
。

と
あ
る
。

こ
の
史
料
に
お
い
て
、
北
漢
は

「姪
」
か
ら

「叔
」

へ
と
い
う
親
族
呼
称
を
用
い
た
上
で
、
遼
に
対
し
て

「致
書
」
形
式
の
国
書

を
用

い
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
遼
と
後
晋
と
の
間
の
国
書
形
式
を
踏
ま
え
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
宋
遼
間
で
も
用

い
ら

れ
た
親

族
呼
称
付
き
の

「致
書
」
文
書
と
い
う
形
態

の
、
冒
頭
文
言
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
も
の
で
は
最
初
の
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

遼
か
ら
南
唐

へ
の
国
書
も
残

っ
て
お
り

、
陸
游

『南
唐
書
』
巻

一
八

契
丹
伝
に
、

元
宗
嗣
位
、
遣
使
者
公
乗
鎗
、
航
海
継
好
。
既
至
而
契
丹
乱
、
兀
欲
被
斌
。
弟
述
律
遺
元
宗
書
日
、
「大
契
丹
天
順
皇
帝
謹
致
書
大
唐

皇
帝
闘
下
。
貴
朝
使
公
乗
鎗
等
、
自
去
秋
已
達
東
京
海
岸
、
適
遇
国
既
。
今
年
正
月
二
十
六
日
、
部
署

一
行
井
諸
儀
物
兵
鎧
、
已
至
燕

京
。
薙
蒙
敦
念
先
朝
、
践
修
旧
好
、
既
増
催
痛
、
又
切
感
銘
。
…
…
」

と
あ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
遼
か
ら
南
唐

へ
の

「致
書
」
文
書
は
、
皇
帝
か
ら
皇
帝

へ
と
い
う
宛
名
書
き
で
、
且

つ
親
族
呼
称
に
よ

(
3
)
五
代
後
期
-

後
周



る
上

下
も
な

い
、
完
全
に
対
等
な
形
で
の
国
書
と
な

っ
て
い
る
。
同
様
の
文
面
は
、
十
国
の
後
蜀
か
ら
後
周

へ
の
国
書

で
も
見
ら
れ
る
。
王

明
清

『
揮
塵
録
後
録
』
巻
五
に
、

周
世
宗
既
取
秦
鳳
、
艇
儂
致
書
世
宗
、
自
称
大
蜀
皇
帝
。
世
宗
怒
其
抗
礼
不
答
。
其
書
真
迩
今
蔵
、
楼
大
防
所

用
録
干
左
。
「七
月

一

日
大
蜀
皇
帝
謹
致
書
干
大
周
皇
帝
閤
下
。
…
…
伏
惟
仁
明
洞
垂
竪
念
。
不
宜
。
」

と
あ

る
も
の
で
、
前
掲
の
遼
か
ら
南
唐

へ
の
国
書
同
様
、
ま

っ
た
く
対
等
な
形
で
の
国
書
で
あ
る
が
、
受
け
取

っ
た
中

原
王
朝

・
後
周
は
こ

れ
を
拒
絶
し
て
い
る

。

以
下

で
は
、
後
周
と
、
十
国
の
う
ち
で
も
大
国
で
あ

っ
た
南
唐
と
の
、
関
係
の
変
化
に
伴
う
国
書
形
式
の
変
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

『
資
治
通
鑑
』
巻

二
九
二

後
周
紀

世
宗
顕
徳
三
(九
五
六
)
年
二
月
甲
戌
及
び
己
卯
の
条
に
、
南
唐

の
滅
亡
前
の
こ
と
と
し
て
、

唐
主
遣
洒
州
牙
将
王
知
朗
齎
書
抵
徐
州
、
称

「唐
皇
帝
奉
書
大
周
皇
帝
、
請
息
兵
修
好
、
願
以
兄
事
帝
、
歳
輸
貨
財
以
助
軍
費
。
」
甲

戌
、
徐
州
以
聞
。
帝
不
答
。
…
…
唐
主
兵
屡
敗
、
櫻
亡
、
乃
遣
翰
林
学
士
戸
部
侍
郎
鍾
護

・
工
部
侍
郎
文
理
院
学
士
李
徳
明
奉
表
称
臣
、

来
請
平
、
献
御
服
…
・

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
は
じ
め
南
唐
は
後
周
に
対
し

「唐
皇
帝
奉
書
大
周
皇
帝
」
と
い
う
形
で
国
書
を
発
し
た
が
、
後
周
に
拒
否
さ
れ
、

後
に

「奉
表
称
臣
」
し
て
降
伏
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

「奉
書
」
は
、

「致
書
」
と
す
る
よ
り
は
幾
分

へ
り
く
だ

っ
た
表
現
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
文
書
の
形
式
と
し
て
は
や
は
り

「致
書
」
形
式
の

一
種
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
降
伏
後
の
南
唐
に
後
周
か
ら
送
ら
れ
た

国
書

の
形
式
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
九
四

後
周
紀

世
宗
顕
徳
五
(九
五
八
)
年
三
月
甲
午
及
び
丁
酉
の
条
に
よ
る
と
、

唐

主
聞
上
在
江
上
、
恐
遂
南
渡
。
又
恥
降
号
称
藩
、
乃
遣
兵
部
侍
郎
陳
覚
奉
表
、
請
伝
位
於
太
子
弘
翼
、
使
聴
命
於
中
国
。
…
…
上
賜

唐

主
書
、
称

「皇
帝
恭
問
江
南
国
主
」
、
慰
納
之
。

と
さ
れ

て
お
り
、
陸
游

『南
唐
書
』
巻
二

交
泰
元
(九
五
八
)年
三
月
丁
亥
の
条
で
は
、

周
帝
始
采
唐
報
回
乾
可
汗
故
事
、
答
帝
璽
書
称

「皇
帝
致
書
敬
問
江
南
国
主
」
。
帝
遣
閤
門
承
旨
劉
承
遇
、
上
表
称
唐
国
主
。

と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
後
周
は
南
唐

に
対
し
、
「詔
勅
」

で
は
な
く
、
「皇
帝
恭
問
」
或

い
は

「皇
帝

致
書
敬
問
」
と
い
う

文
面
で
国
書
を
送

っ
て
お
り
、
『
南
唐
書
』
は
こ
れ
を
唐
か
ら
回
紘

へ
の
国
書
に
倣

っ
た
も
の
と
し
て
い
る

。

後
周
代
に
お
け
る
国
書
を
概
観
す
る
と
、
北
漢
と
遼
と
の
問
で
、
宋
遼
の
場
合
と
近
い

「
(親
族
呼
称
)
皇
帝

・
致
書

・
(親
族
呼
称
)皇
帝
」



漉
淵

の
盟
が
結
ば
れ
る
以
前
に
も
、
宋
が
中
国
統

一
を
果
た
す
前
の
時
期
、
宋
遼

の
間
で
和
議
が
結
ば
れ
、
短
期
間

で
は
あ

っ
た
が
和
平

が
続

い
た
時
期
が
あ

っ
た

。
そ
の
間
、
や
は
り
何
通
か
の
国
書
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る
。
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

二
〇

太
宗
太
平

興
国
四

(九
七
九
)
年
二
月
丁
丑
の
条
に
、

契
丹
遣
尚
書
耶
律
捜
刺
梅
里
、
奉
書
問
起
居
,

と
あ
る
。

こ
の
と
き
の
国
書
は
史
料
中
で
は

「奉
書
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
文
面
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
「表
」
で
あ
れ

ば
そ

の
よ
う
に
記
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
少
な
く
と
も

「表
」
で
な
い
こ
と
は
推
察
し
得
る
。
ま
た
、
漉
淵
の
盟
が
結
ば
れ
た
の
ち
、
新
た
な

国
書
を
作
成
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
そ
れ
以
前

の
も
の
を
参
考
に
し
た
よ
う
で
あ
り
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
五
八

真
宗
景
徳
元
(
一
〇

〇
四
)
年
十
二
月
庚
辰
の
条
に
は
、

二

北

宋

と

遼

と

の

間

の

「
致

書

」

文

書

と
い
う
形
式
が
出
現
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
両
皇
帝
の
前
に
国
号
を
冠
し
て
い
た
か
ど
う
か
、

つ
ま
り
宋
遼
の
よ
う
な

親
族
呼
称
と
国
号
と
が
併
記
さ
れ
た
形
の
国
書

で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
、
「致
書
」
形
式

の
国
書
で
文

面
が
史

料
中
に
明
ら
か
な
も

の
が
い
く

つ
か
あ
り
、
こ
れ
ら
を
見
る
に
、
宋
遼
問
で
用
い
ら
れ
た
国
書
形
式
の
お
お
よ
そ
の
雛
形
が
で
き
あ

が

っ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
十
国
諸
国
か
ら
後
周

へ
の

「致
書
」
国
書
は
、
中
国
の
内

に
お
け
る
後
周
の
優

位
が
強
ま
る
に
従

っ
て
、
後
周
か
ら
拒
絶
さ
れ
る
例
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
変
遷
を
確
認
し
た
上
で
、
次
節

で
は
北
宋
代
に
お

け
る
国
書
に

つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

本
節

で
は
、
北
宋
と
遼
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
国
書
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
周
知

の
よ
う
に
、
両
国
の
関
係
は
漕
淵

の
盟
を
境
に
お
お
む

ね
平
和

・
安
定
期
に
入
り

、
そ
れ
に
伴

っ
て
や
り
と
り
さ
れ
る
国
書
の
例
も
数
多
く
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

(
1
)
渣
淵
の
盟
以
前

の
国
書



?漕

淵

の
盟

の
後

、

北
宋

と

遼

と

は

互

い

に

「
致

書

」

形

式

で
国

書

を

や

り

と

り

し

て

お

り
、

史

料

も
多

く

残

さ

れ

て

い

る
。

そ

の
書

式

に

つ
い

て

は
、

『
石
林

燕

語
』

巻

一
に

詳

し

い
記

載

が

あ

る

.、

.。

大

遼

国

信

書

式

..
前

称

月

日
、

大

宋

皇

帝

謹

致

書

於

大

遼

国

徽

号

皇

帝

閾

下

、

入

辞

、

次

具

使

副

全

街

、

称

今

差

某

官

充

某

事

国

信

使

副

、
有

少

礼

物

、
具

諸

別

幅

、
奉

書

陳

賀

、
不

宣

謹

白

。

其

辞

率

不

過

八

句

。

回

書

。
其

前

式

同
、

後

具

所

来

使

街

、
称

今

某

官

等

回

、

専

奉

書

陳

謝

、

不

宣

謹

白

。

不

具

副
使

街

、

辞

亦

不

過

八

句

。

元
祐

間

、

宣

仁

太

后

臨

朝

、

別

遣

太

后

使

副

、

以
皇

帝

書

達

意

、

式

皆

如

前

、

但

云

今

差

某

官

充

太

皇

太

后

某

使

爾

、

賀

書

亦

如

之
..

い
ま

実

際

に
史

料

中

に

残

さ

れ

て

い
る

国

書

を

見

て
も

、

ほ
ぼ

こ

の
記

載

通

り

の
形

で
あ

る

が

、

『
石

林

燕

語
』

が

載

せ

て

い
な

い
重

要

な

点

と

し

て
、

宋

遼

間

の
国

書

に

は

、

ほ
と

ん

ど

の
場

合

、

双

方

の
呼

称

の
前

に

「
兄

」
・
「弟

」

な

ど

の
親

族

呼

称

が

付

け

ら

れ

、

「
兄

大

宋

皇

帝

一

「弟

大

遼

皇

帝

」

等

と

な

っ
て

い

る
点

が
指

摘

で

き

る

。

漉

淵

の
盟

の

後

、

宋

の
皇

帝

と

遼

の
皇

帝

と

は

、

互

い
を

「
兄
」

「
弟

」

と

い

っ
た

親

族

呼

称

で
呼

び

あ

う

こ
と

と

な

り
、

国

書

の
上

に

も

そ

の
呼

称

が

用

い
ら

れ

る

よ

う

に
な

っ
た
..
両

皇

帝

が

「
兄

」

「弟

」

等

と
親

族

呼

称

で
呼

び

合

う

よ

う

に

な

っ
た

の

は
漕

淵

の
盟

の
す

ぐ

後

か

ら

と

考

え

ら

れ

る

が

、

『
契

丹

国

志

』

巻

二

〇

に

、

両

国

の
漉

淵

誓

書

と

し

て
、

維

景

徳

元
年

、

歳

次

甲

辰

、

十

二
月

庚

辰

朔

、

七

日

丙

戌

、

大

宋

皇

帝

謹

致

誓

書

干
契

丹

皇

帝

闘

下
。

…

.

(2
)
漉
淵
の
盟
以
後
の
国
書

趙
安
仁
独
能
記
太
祖
時
国
書
体
式
、
因
命
為
答
書
。

と
あ
り
、
ま
た
、
同
じ

『続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
五
九

真
宗
景
徳
二
(
一
〇
〇
五
)
年
二
月
癸
卯
の
条
に
も
、

時
議
草
国
書
、
令
枢
密
学
士
院
求
両
朝
遺
草
於
内
省
、
悉
得
之
。
凡
所
与
之
物
、
皆
約
旧
制
而
加
増
損
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
漉
淵

の
盟
以
後
の
国
書
は
、
そ
れ
以
前
の
太
祖

・
太
宗
朝

の
も
の
に
な
ら

っ
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
従

っ

て
濱
淵

の
盟
以
前
に
お
い
て
も
、
盟
以
後
と
同
様

の
、
「致
書
」
形
式
の
国
書
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。



維
統
和
二
十
二
年
、
歳
次
甲
辰
、
十
二
月
庚
辰
朔
、
十
二
日
辛
卯
、
大
契
丹
皇
帝
謹
致
書
干
大
宋
皇
帝
闘
下
。
-
…

と
あ

る
よ
う
に
、
盟
約
に
際
し
て
最
初
に
交
換
さ
れ
た
両
国
の
誓
書
に
は
、
こ
の
種
の
親
族
呼
称
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
い
つ
か
ら
国
書

に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
明
言
は
で
き
な
い
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
仁
宗
朝
の
は
じ
め
に
は
既
に
国
書

の
冒
頭
文
言
に

親
族
呼
称
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
実
際
の
事
例
と
し
て
は
、
『
宋
大
詔
令
集
』
巻

二
二
八

政
事
八

↓

四
喬

一
契
丹
の
項
に
数
多

く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
宋
仁
宗
か
ら
遼
聖
宗

へ
の
国
書

(
一
〇
二
二
)
の
場
合
、
そ
の
冒
頭
部
分
は
、

姪
大
宋
皇
帝
謹
致
書
干
叔
大
契
丹
容
文
英
武
宗
道
至
徳
崇
仁
広
孝
功
成
治
定
啓
元
昭
聖
神
賛
天
輔
皇
帝
闘
下
。

と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
同
じ
宋
仁
宗
か
ら
遼
興
宗

へ
の
国
書
(
一
〇
四
四
)
で
は
、

則
大
宋
皇
帝
翻

干
剃
大
契
丹
聡
文
聖
武
英
略
神
功
容
哲
仁
孝
皇
帝
闘
下
。

と
あ
り
、
そ
の
時

々
の
親
族
呼
称

.過
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、
細
か
い
点
で
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
宋
か
ら
遼

へ
の
国
書
に
お
い
て
は
、

概
し

て
、
相
手
と
の
擬
制
親
族
関
係
上
の
尊
卑
に
よ

っ
て

「致
書
」
の
文
字

の
前
に

「謹
」
字
が
付
く
か
ど
う
か
、
と

い
う
違

い
が
見
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
挙
げ
た
仁
宗
と
聖
宗
の
場
合
、
姪
か
ら
叔

へ
の
国
書
で
あ
る
か
ら
相
手
は
自
分
よ
り
上
で
あ
り
、
「謹
」
字
が
付
く
。

宋

の
皇
帝
か
ら
遼
の
皇
太
后
に
宛
て
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
後
に
挙
げ
た
仁
宗
と
興
宗
の
場
合
は
逆
に
兄
か
ら
弟

で
あ
る
か
ら
、
「謹
」

字
は
付

い
て
い
な

い
。
す
べ
て
の
史
料
に
お
い
て
で
は
な
い
が
、
概
し
て
そ
う
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
遼
か
ら
宋

へ
の
国
書
で
文
面
が
明
ら
か
な
も
の
は
ご
く
僅
か
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
漉
淵
誓
書

の
他
、
『契
丹
国
志
』
巻
二
〇
に
、

関
南
誓
書
(
一
〇
四
二
)
と
し
て
、

維
契
丹
重
煕
十
年
、
歳
次
壬
午
、
二
月
、
剃
大
契
丹
皇
帝
謹
致
書
干
則
大
宋
皇
帝
閾
下
。
…
・

と
あ
る
も
の
や
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

=
二
五

仁
宗
慶
暦
二
(
一
〇
四
二
)年
三
月
己
巳
の
条
に
、

契

丹
遣
(使
副
名
略
)来
致
書
、
日

「弟
大
契
丹
皇
帝
謹
致
書
兄
大
宋
皇
帝
。
…
…
」

と
あ
る
も
の
、
ま
た
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

=
二
七

仁
宗
慶
暦
二
(
一
〇
四
二
)
年
九
月
乙
丑
の
条
に
、

其

誓
書
日
、
「維
重
煕
十

一
年
、
歳
次
壬
午
、
八
月
壬
申
朔
、
二
十
九
日
庚
子
、
剃
大
契
丹
皇
帝
調
劉

於
則
大
宋
皇
帝
闘
下
。
…
…
」

と
あ
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
三
例
は
い
ず
れ
も
遼
興
宗
か
ら
宋
仁
宗

へ
の
国
書
で
、
時
期
も
近
接
し
て
お
り
、
遼
代
を
通
し
て
の
全

体
的
な
傾
向
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
遼
か
ら
宋

へ
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
に
、
親
族
呼
称
の
付
い
た

「致
書
」
形
式
の
国
書
が
送
ら
れ



て
い
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
に
挙
げ
た
遼
か
ら
の
国
書
に
は
宋
帝

の
尊
号
が
付
け
ら
れ
て
い
な

い
が
、
『続
資
治
通
鑑
長
編
拾
補
』
巻
三
上

神
宗
煕
寧
元

(
一
〇
六
八
)
年
七
月
己
卯

の
条
に
よ
る
と
、

群
臣
表
上
尊
号
日
奉
元
憲
道
文
武
仁
孝
、
詔
不
許
。
及
第
三
表
、
司
馬
光
入
直
、
因
言

「上
尊
号
之
礼
、
非
先
王
令
典
。
起
於
唐
武
后

・
中
宗
之
世
、
遂
為
故
事
、
因
循
至
今
。
…
…
先
帝
治
平
二
年
、
辞
尊
号
不
受
、
天
下
莫
不
称
頒
聖
徳
。
不
幸
、
次
年
有
諮
誤
之
臣
言
、

国
家
与
契
丹
常
有
書
往
来
、
彼
有
尊
号
、
而
中
国
独
無
、
足
為
深
恥
。
於
是
群
臣
復
以
非
時
上
尊
号
者
。
甚
為
朝
廷
惜
之
。
」

と
あ
り
、
皇
帝
の
尊
号

の
有
無
に
つ
い
て
議
論
に
な

っ
た
際
、
尊
号
の
必
要
性
を
主
張
す
る
側
が
、
遼
と
国
書
を
や
り
と
り
す
る
に
当
た

っ

て
遼
に
尊
号
が
あ
り
中
国
に
な
い
の
は
恥
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
を
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
推
す
と
、
遼
か
ら
宋

へ
の
国
書
に
も
や
は
り
尊

号
が
付
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
が
宋
と
遼
と
の
問
で
交
わ
さ
れ
た
国
書
に

つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
概
括
す
る
と
、
そ
の
基
本
的
な
冒
頭
形
式
は
、

「(親
族
呼

称
)
(国
号
)
皇
帝

・
(謹
)致
書

・
(親
族
呼
称
)
(国
号
)
(尊
号
)
皇
帝
」
と
い
う
形
で
ほ
ぼ
固
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。

た
だ

し
、
史
料
を
見
る
限
り
、
疑
問
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
国
の
国
書
に
お
け
る
南
北
朝
呼
称
の
使
用
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
五
八

真
宗
景
徳
元
(
一
〇
〇
四
)
年
十
二
月
辛
丑
の
条
に
、

録
契
丹
誓
書
頒
河
北
河
東
諸
州
軍
。
始
通
和
所
致
書
、
皆
以
南
北
朝
冠
国
号
之
上
。
将
作
監
丞
王
曽
言

「是
与
之
充
立
、
失
敦
甚
焉
。

願
如
其
国
号
契
丹
足
　
。
」
上
嘉
納
之
、
然
事
巳
行
、
不
果
改
。

と
あ

り
、
宋
遼
間

の
通
和
の
は
じ
め
、
国
書
の
国
号
の
上
に
は
南
北
朝
を
冠
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
同
様
の
記
事
は
、
『宋
史
』
に
も

見
ら
れ

る

(目)。
宋
遼
の
国
交
に
お
い
て
、
互
い
を
指
す
呼
称
と
し
て

「南
朝
」
「北
朝
」
或
い
は

「南
北
」
と
い
う
言

い
方
は
し
ば
し
ば
用

い
ら
れ
た
し
、
先
に
挙
げ
た

『
契
丹
国
志
』
所
載
の
濟
淵
誓
書
に
も
す
で
に

「更
不
差
使
臣
専
往
北
朝
」
、
「南
北
勿

縦
掻
擾
」
(播
)
と
の
表

現
が

そ
の
本
文
中
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
漉
淵
誓
書
も
含
め
現
在
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
国
書
に
は
、
先
に
挙
げ
た
史
料
の
言
う
よ

う
な
、

冒
頭
の
宛
名
に
南
北
朝
を
冠
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り

一
つ
も
見
ら
れ
な
い

奪
。
ま
た
、
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

一
七
二

仁
宗

皇
祐

四
(
一
〇
五
二
)
年
四
月
丙
戌
の
条
に
は
、

契

丹
国
母
遣
…
…
。
契
丹
遣
…
…
。
来
賀
乾
元
節
。
其
国
書
始
去
国
号
、
而
称
南
北
朝
。
且
言

「書
称
大
宋

・
大
契

丹
、
非
兄
弟
之
義
。
」



「致

書

」

形

式

の
国

書

と

は

、

君

臣

関

係

で

な

い
場

合

に

用

い
る

、

と

い
う

点

に

お

い
て

、

大

枠

で

は

対

等

関

係

に

用

い
る

国

書

と

言

っ

て
よ

い
だ

ろ

う
。

た

だ

し

、

本

稿

で

見

て

き

た

よ

う

に

、

そ

の
実

際

の
使

用

場

面

に

お

い

て

は
、

様

々
な

状

況

の
も

と

で

こ

の
形
式

の
国

書

が

使

用

さ

れ

て

い

る
.、

「致

書

」

の
文

字

の
前

に

「上

」

字

を

加

え

て
中

原

王

朝

に
対

す

る

謙

譲

の
意

を

表

現

す

る

場

合

や

、

親

族

呼

称

を

加

え

る

こ
と

に
よ

っ
て
親

族

と

し

て

の
尊

卑

に

よ

る

上

下

関

係

を
含

ま

せ

る
場

合

、

或

い

は
、

国

号

に

「南

朝

」

「北

朝

」

を

冠

し

て
南

北

の
対

等

性

を

強

調

す

る

場

合

な

ど

、

さ

ま
ざ

ま

で

あ

る

。

ま

た

、

同

じ

「
致

書

」

形

式

で
あ

っ
て

も

、

そ

の
意

味

合

い

は
大

き

く

二

通

り

あ

る
と

考

え

ら

れ

る

、

一
つ
は

、

相

手

と

の
対

等

性

を

主

お

わ

り

に

帝

召
二
府
議
之
。
参
知
政
事
梁
適
日

「宋
之
為
宋
、
受
之
於
天
、
不
可
改
。
契
丹
亦
其
国
名
。
自
古
山豆
有
無
名
之
国
。
」
又
下
両
制

・

台
諌
官
議
、
皆
以
講
和
以
来
国
書
有
定
式
、
不
可
輯
許
。
乃
詔
学
士
院
答
契
丹
書
、
伍
旧
称
大
宋

・
大
契
丹
。
其
後
契
丹
復
有
書
、
亦

称
契
丹
如
故
。

と
あ

り
、

こ
れ
に
よ
る
と
、
国
号
を
冠
す
る
の
は

「兄
弟
の
義
」
で
な

い
と
し
て
国
号
を
除
き
南
北
朝
と
称
し
た
国
書
が
遼
か
ら
送
ら
れ
て

き
た

が
、
宋
は
こ
れ
を
拒
絶
す
る
に
当
た

っ
て
、
「講
和
以
来
、
国
書
に
は
定
式
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
拒
絶

の
理
由
の

一
つ
と
し
て
い

る
、
南
北
朝
を
冠
す
る
の
が
講
和
以
来

の
定
式
で
は
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
通
和
の
は
じ
め
は
南
北
朝
を
冠
し
た
と
す

る
先

の
史
料
と
矛
盾

が
生

じ
る
..
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
解
決
を
見
出
し
て
お
ら
ず
、
の
ち
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
宋
代
で
は
な

い
が
、
中
村
氏
が

著
書

の
中
で

『
李
秘
文
集
』
の
断
巻
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
史
料
に

看
、

大
晋
皇
帝
謹
致
遺
書
於
北
朝
皇
帝
足
下
。
頓
首
頓
首
。
・

と
い
う
文
言
で
始
ま
る
文
書
が
あ
る
。
氏
は
こ
れ
を
後
晋
か
ら
遼

へ
の
国
書

の
草
稿
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
国
書

で
後
晋
が
遼
を

「北

朝
皇
帝

」
と
し
て
い
る
の
は
、
「
父
皇
帝
」
「児
皇
帝
」
の
関
係
よ
り
も
対
等
性
を
強
め
る
た
め
で
あ
り
、
後
晋
出
帝

の
意
思
表
示
で
あ
る

と
さ
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
史
料
で
宋
が
遼
と
の
国
書
に
南
北
朝
を
用
い
た
が
ら
な
い
の
も
同
じ
理
由
か
ら
で
あ
り
、
南
北
朝
を
冠
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
両
者
の
対
等
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
.、



(
1
)

中
村
裕

】

『
唐

代
制
勅
研
究
』

(汲

古
書

院
、

]
九
九

一
年
)

及
び

『
唐
代
公
文
書
研
究
』

(汲
古
書
院
、

一
九
九
六
年
)

を
参
照
。

(
2
)

五
代
十

国
時

代

の
諸
国

に

つ
い
て
は
、
日
野
開
三
郎

『
日
野
開

三
郎

東
洋
史
学
論
集
』

二
巻

(
一一二

書
房
、

一
九
八
〇
年
)

所
収

「五
代
史
概
説

」、

註
張
す
る
意
図
で

「敵
国
礼
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
遼
が
後
晋
に
対
し
て
許
し
た
よ
う

な
、
「家
人
礼
」
と
し

て
の
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
は
、
中
村
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
間
の
文
書
形
式
で
あ

っ
た

「致
書
」
文
書
が
本
来
的
に
持

っ
て
い
る

性
質

で
あ
る
。
実
際
に
は
こ
の
両
者
が
厳
密
に
区
分
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
う
考
え
る
と
、
先
に
挙
げ
た
、
本

来
は
親
族
呼
称
付
き

で

「家

人
礼
」
と
し
て
の

「致
書
」
の
使
用
を
許
さ
れ
て
い
た
後
晋
が
、
親
族
呼
称
を
除

い
た

「致
書
」
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
こ

れ
を

「敵
国
礼
」
の
も
の
と
し
て
継
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
宋
遼
間
の

「致
書
」
に
つ
い
て
は
、
漉
淵

の
盟
以
前
に
は
両
国
皇
帝
の
間
に
擬
制
的
な
親
族
関
係
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、

恐
ら
く
盟
約
以
前
の
国
書
に
は
親
族
呼
称
は
付
い
て
い
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
.、
こ
れ
は
、
か

つ
て
の
五
代
王
朝
と
十
国
、
遼
と
十
国
の

問
で
交
わ
さ
れ
た
、

「敵
国
礼
」
と
し
て
の
国
書
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
盟
約
の
後
に
な
る
と
、
こ
こ
に
親
族
呼
称
が
加
え
ら
れ
る
。

つ
ま

り
は
、
「家
人
礼
」
的
要
素
が
付
加
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
両
国
の
親
族
呼
称
は
皇
帝
が
代
わ
る
毎
に
そ
の
上

下
も
変
化
し
た
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
親
族
呼
称
は
必
ず
し
も
国
家
間

の
上
下
関
係
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
宋
遼
の
国
書
に
親

族
呼
称
が
付
け
加
え

ら
れ
た
時
期
や
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
な
史
料
は
管
見
の
限
り
で
は
未
見
で
あ
る
が
、
私
見
で
は
、
両
国

の
間
に
擬
制
的
な
親
族
関
係
が
続

い
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず

一
見
し
て
相
手

へ
の
敬
意

・
親
密
さ
を
示
す
効
果
が
あ

っ
た
と
同
時
に
、
形
式
上
で
は
あ

っ
て
も
両
者
の
間
に
上

下
関
係
が
あ
り
常
に
ど
ち
ら
か
が
や
や
謙
る
こ
と
に
な
る
た
め
に
、
結
果
と
し
て
、
全
く
の
対
等
で
あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
外
交
折
衝
を
容
易

に
す
る
効
果
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
い
る

忌
。

本
稿
で
は
、
考
察

の
対
象
を

「致
書
」
形
式

の
国
書
に
絞
り
、
か
つ
分
析
を
文
書
冒
頭
の
形
式
に
基
づ

い
て
行

っ
た
た
め
、
当
該
時
代
に

お
け

る
国
書
の
問
題
を
十
分
に
論
じ
得
た
と
は
言
い
難
い
。
南
宋
と
金
と
の
国
書
、
或
い
は
西
夏

・
高
麗
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
国
家
と
の

間
の
国
書
も
重
要
な
対
象
で
あ
る
し
、
先
に
挙
げ
た
疑
問
点
も
未
解
決
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後

の
課
題
と
し
た
い
。



田
中
整
治

「楚

と
南

漢
と

の
関
係
」

(『
田
村
博

士
順
寿
東
洋
史
論
叢

』
、

一
九
六

八
年

)
、
同

「呉
越

と
閾

と

の
関
係
」

(『
東
洋
史
研
究
』

二
八
-

一
、

一
九
六
九

年
)
、

同

「南

唐
と
呉
越

と

の
関
係

」

(『
史
流

』

一
六
、

一
九
七
五
年

)
等
を
、
当

該
時
代

の
中
国
と
遼

と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

田
村

実

造

『
中
国
征

服
王
朝

の
研
究
』

上
巻

(東
洋
史

研
究
会
、

一
九

六
四
年
)
所
収

の
各

論
、
日
野
開

三
郎

「
五
代
時

に
お

け
る
契

丹
と
中
国
と

の
海

上
貿

易
」

(『
史

学
雑
誌
』

五
二
ー

七
、

八
、
九
、

一
九
四

一
年

)
、
張

国
慶

「遼
代
契

丹
皇
帝
与

五
代
、
北
宋
諸
帝

王
的
"
結

義

"
」

(『
史
学
月
刊
』

一
九

九
ニ
ー

六
、

一
九
九

二
年
)
等
を
参
照
。

(
3
)

後
晋
時
期

の
国
書

に

つ
い
て
は
、
前

掲
中
村

『
唐

代
制
勅
研
究
』
三
〇
三
～
三
〇

六
頁

、
及
び

『
唐
代
公
文
書
研
究

』

一
五
三
～

一
六
二
頁
を
参
照
。

(
4
)

『
旧
五
代
史
』
巻

八
二
に
も
同
様

の
記
事
あ

り
。

(
5
)

遼
と
北
漢
と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

田
中
整
治

「遼

と
北
漢
と

の
関
係

」

(『
史
流
』
七
、

一
九
六
六
年
)
を
参
照
。

(
6
)

遼
と
南
唐

と

の
関
係

に

つ
い
て
は
、

前
掲

田
村

『
中
国
征
服

王
朝

の
研
究
』

上
巻

一
四
八

～

一
五

一
頁
、
及

び
松
田
光
次

「遼

と
南

唐
と

の
関

係
に

つ
い
て

」
(『
東
洋
史
苑
』

二
四
-

二
五
合
併

号
、

一
九
八
五
年
)
を
参

照
。

(
7
)

『
資

治
通
鑑
』
巻

二
九
二

後
周
紀
三

世
宗
顕
徳

二

(九
五
五
)
年
十

月
壬
寅

の
条
に
も
、

蜀
主
致
書
於
帝
請
和

、
自

称
大
蜀
皇
帝
。
帝
怒
其
抗

礼
、
不
答
。

と

の
記
事
が
見
ら
れ

る
。

(
8
)

山
崎
覚

士

「五
代

に
お
け
る

『
中

国
』
と
諸
国

の
関
係
-

国
書
、

進
奉

・
貢
献

・
上
供
!

」

(『
大
阪
市
立
大
学
東

洋
史
論
』

一
二
、

二
〇
〇

二
年
V

で
、

氏
は

こ
の
後
周
か
ら
南
唐

へ
の
国
書
を

「敵

国
礼
」
と

し
て
扱

っ
て
お
ら
れ

る
が
、

中
村
氏
は

「皇
帝

敬
問
」
を

王
言
の

一
種

で
慰
労
制
書

に
当

た

る
と
さ
れ

て
お

り

(前

註
1
参

照
V
、

こ
の
後
周
か
ら

の
国
書

を

「敵

国
礼
」
と
断
言
す

る
に
は
難

が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
同

じ
陸

游

『
南
唐

書
』

は
、
巻

一
六

后
妃
諸

王
列
伝

で
も

こ
の
件
を
挙
げ

て
お
り
、

元
宗
既
請

盟
干
周
、
以
在
位

久
恥

干
降

屈
、
屡
遣
使
請

干
世
宗
、
欲

伝
位
広
糞
、

使
為
大
国
附
庸

。
世
宗

賜
書

、
力
止
之
。
其

詞

日
、

「皇
帝

致

書

敬
問
江
南
国
主
。
薙
賭

来
章

、
備
形
縛
旨
、
叙
此

日
伝
譲
之
意
、
述
向

来
高

尚
之
心
、
傍

以
数
載

以
来
交
兵
不
息
、
備
陳
追

悔
之
事
、
無
非
克

責
之
辞
。
錐
古
者
省

答
責
躬
、
因
災
致
愕

、
亦
無
以
過
也
。
況
君
血
気
方
剛
、
春

秋
鼎
盛
、
為

一
方

之
英

主
、
得
百
姓
之
罐

心
。
山豆
可
高
謝
君
臨
、

軽
辞

世
務
、
与
其
慕
希
夷

之
道

、
敦
若
懐
康
済

之
誠
。

且
天
災
流
行
、
国
家

代
有
、
昔
之
聖
哲
所

不
能
逃
。

筍
盛
徳
之

目
新
、

則
景
福
之
彌
遠
。

諒
惟

英
敏
必
照
誠
懐
。
」
書

詞
温
潤
、
略

以
敵

国
。

元
宗
乃
巳
。



と
あ

り
、

「書
詞

温
潤
、
略

以
敵

国
」
と
さ

れ
て

い
る
と

こ
ろ

か
ら

も
、
書

の
形

式
そ

の
も
の
は

「敵

国
礼
」

で
は
な

い
と

見
る

の
が
妥
当

で
は
あ
る

ま

い
か
。
前
掲

中
村

『
唐
代
制
勅

研
究
』

三
〇
七
～
三

一
一
頁
も
併
せ
て
参
照
。

(9
)

宋
と
遼
と

の
外

交
全

般
に

つ
い
て
は
、
前
掲

田
村

『
中
国
征

服
王
朝

の
研
究
』
上
巻

一
六
九
～

二
七
〇
頁
、
最
崇
岐

「宋
遼
交
聰
考

」
(『
燕
京
学
報

』

二
七
、

一
九

四
〇
年
)
、
陶
晋
生

『
宋
遼

関
係
史
研
究
』

(聯
経

出
版
、

一
九
八

四
年

)
、
H
e
r
b
e
r
t
 
F
r
a
n
k
e
,
S
u
n
g
 
E
m
b
a
s
s
i
e
s
 
s
o
m
e
 
G
e
n
e
r
a
l

O
b
s
e
r
v
a
t
i
n
s
 
C
h
i
n
a
 
a
m
o
n
g
 
E
q
u
a
l
s
 
B
e
r
k
e
l
e
y
 
1
9
8
4

を
参
照
。

(
10
)

前
掲

田
村

『
中
国
征
服
王
朝

の
研
究
』

上
巻

一
七

一
～

一
七
八
頁
、
及
び
竈

「宋
遼

交
聰
考
」
を
参
照
。

(
11
)

な
お
封
書

の
表
書
き
に

つ
い
て
は
、
『
宋

朝
事
実
類
苑
』
巻

三
三

典

故
沿
革

に
記
載

が
あ
る
。
参
考
ま

で
に
附

記
す
る
。

北
朝
書

詔
、
白
紙
写
、
用
御
宝

印
、
渾
金
鍍
匝

子
盛
、
錦
托

裏
、
渾
金
鍍
鎖
鍮
、
請

御
宝
印
封
、
井
紅
綜
條

、
錦
重
黄
撲
白
面
籔

云

「書

致
干
弟

大
契

丹
皇
帝
闘
下
、

兄
大
宋
皇
帝

封

]。
国
母
即

云

「旛

大
契
丹
皇
太
后

」、
籔

云

「謹
致
書
」
、

下
云

「謹
封
」
。
再
用
紅

羅
撲

封
畢
、
用
詔
紙
封

帯
、

復
用
御
宝
印
。
大
中
祥
符

正
月
、
契
丹
太

后
喪
、

予
慰
書
、
用
黄
羅
撲
。

乾
興
元
年

二
月
、
告
哀
、

亦
用
黄
羅
撲
。
当
年

十
月
、
与
契
丹
皇

后
生

辰
書
、
却
用
紅
羅
撲
。

(
12
)

こ
の
件

に

つ
い
て
、
宋
側

の
史

料
は

『
続
資
治
通
鑑

長
編

』
巻
五
八

真
宗
景
徳

元

(
一
〇
〇
四
)
年
十

二
月
癸
未

の
条
に
、

契

丹
復
王
継
忠

見
利

用
、

且
言

「南
北
通
和
、
実
為

美
事

。
国
主
年
少
、

願
兄
事
南

朝
。
」

と
あ

り
、
ま
た
遼
側

で
は

『
遼
史

』
巻

}
四

聖
宗
紀

統

和
二
十

二
(
}
○
〇

四
)
年

十
二
月
戊

子
の
条

に
、

宋
遣

李
継
昌
請
和
、

以
太

后
為
叔
母
、
願
歳
輸
銀

十
万
両
、
絹

二
十

万
匹
。

と
し
て

い
る
。
前
掲
最

「宋
遼

交
聰
考
」
を
参
照
。

(
13
)

宋
と
遼

と

の
親
族
呼

称
は
、

「
兄
」

「弟

」
で
固
定

さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
皇
帝

が
代
わ

れ
ば

そ
れ
に
応

じ
て
呼
称
も
変
化

し
た
。
宋

真
宗
と
遼

聖

宗

と
が
兄

i
弟

の
関
係

で
あ

っ
た
場
合
、
真
宗

の
子
で
あ
る
仁
宗

と
遼

聖
宗
と

は
姪
ー
叔

と
な

る
如

く
で
あ
る
。

双
方

の
皇
帝

が
同
輩
と
な

っ
た

場
合

に
は
、
『
続
資
治
通
鑑

長
編
』
巻

一
九
八

仁
宗
嘉
祐

八

(
一
〇
六
三
)
年

四
月
辛

巳

の
条

(未
改

元
で
あ
る
が
、
既

に
英
宗

が
即
位
)
に
、

朝
廷
未
知
契
丹

主
之
年
、
涜
従
容
雑
他

語
以
問
、
使
者
出
不
意
、
遽

対
以
実
。
既
而
悔

之
、
相

顧
愕
然

日

「今
復

兄
事
南

朝
　
。
」

と
あ
る
よ
う

に
、
両
皇
帝

の
年
齢

の
上

下
に
従

っ
て
兄

・
弟
が
決
ま

っ
て

い
た
よ
う

で
あ

る
。
前

掲
最

「宋
遼
交
聴
考

」
及
び
陶

『
宋
遼
関
係
史

研
究
』

二
五
～

二
七
頁

を
参

照
.、



(
14
)

『
宋
史
』

巻
三
一

○

王
曽
伝

に
、

景
徳

初
、
始
通
和
契

丹
、
歳
遣

使
致
書
称
南
朝
、

以
契

丹
為
北
朝
。
曽

日

「従
其

国
号
足
　
。
」
業

已
遣
使

、
弗

果
易
。

と
あ

る
。

(
15
)

『
契

丹
国
志
』
巻

二
〇
を
参
照
。

(
16
)

『
続

資
治
通
鑑
長
編
』
巻

五
八

真
宗
景
徳
元

(
一
〇

〇
四
)
年
十
二
月
辛

丑
の
条

に
は
、

こ
の
記
事

の
註

で
両
国

の
国
書

の
文
面
を

記
し
た
後
に
、

此
誓
書
倶
不
称
南
北

朝

、
不
知
王
曽
何
故

云
、
事

已
行
、
不
果
改
。
当
考
。

と
疑
問
を
提
示

し
て
い
る
。

(
17
)

前
掲
中
村

『
唐
代

公
文
書

研
究
』

一
五
三
～

一
六
四
頁
を
参
照
。

(
18
)

親
族
呼

称

の
上
下
が

両
国
間

の
外
交

交
渉
に
影
響

し
た
例
と

し
て
、
『
続
資
治
通
鑑

長
編
』
巻

一
八
五

仁
宗
嘉
祐

二

(
一
〇
五
七
)
年

三
月
戊
戌

の
条

に
、

初
、
契
丹
主
宗
真
送

其
画
像
及
隆
緒
画
像

凡
二
軸
、
求
易
真
宗
皇
帝

及
上

御
容
。
既
許
之
、
会
宗
真

死
、
遂
寝
。
至
是
、
遣
使

再
求

。
故
命
昇
等

諭
令
更
持
洪
基

画
像

来
、
即
予
之
。
翰
林
学

士
胡
宿

草
国
書
、
奏

日

「
陛
下
先
已
許
之
、
今
文
成

即
世
而
不
与
、
則
傷
信
。

且
以
尊

行
求
卑
属
、

万

一
不
聴
命

、
責
先
約

而
遂

与
之
、

則
愈

屈
　
。
」
不
従
。
昇
等

至
、
契

丹
果
欲
先

得
聖
容

.
昇

折
之

日

「昔

文
成
弟
也
、
弟
先

面
兄
、

干
礼

為

順
。
今
南
朝

乃
伯
父
、
当
先
致
恭
。
」
契

丹
不
能
対
。

と
あ
り
、
遼

が
皇
帝

の
御
容

の
交
換
を
求

め
て
き
た
際
、
宋

は
兄
弟

の
名
分
関
係
を

理
由
に
宋

か
ら
先

に
御
容
を
渡
す

こ
と
を
拒

否
し
、

こ
の
言

い
分

が
通

っ
て
い
る
..
こ
の
御
容

の
交
換

に

つ
い
て
は
、
石

田
肇

「御

容

の
交
換
よ

り
見
た
宋

遼
関
係

の

一
駒

一
(『
東
洋
史
論
』

四
、

一
九
八

二
年
)

に
詳

し

い
。


